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一 

本
校
の
沿
革 

 
 

明
治
六
年
六
月
十
五
日
に
「
上
中
条
学
校
」
と
し
て
現 

在
の
場
所
に
開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
正
三
年
六
月
に 

「
広
益
尋
常
小
学
校
」
を
「
中
条
尋
常
高
等
小
学
校
」
と

改
め
、
昭
和
十
六
年
に
「
中
条
国
民
学
校
」、
昭
和
二
十
二

年
に
現
在
の
「
中
条
小
学
校
」
へ
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
校
は
令
和
五
年
度
、
開
校
百
五
十
周
年
記
念
行
事
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
に
は
、
学
校
名
の

改
称
、
校
舎
の
改
築
、
中
学
校
の
移
転
等
、
大
き
く
変
化

し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
百
五
十
年
間
変
わ
ら
な

い
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
地
域
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆

様
が
子
ど
も
た
ち
へ
深
い
愛
情
を
注
い
で
支
え
続
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。 

二 

校
章
・校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

１ 

校
章 

① 
 

制
定
年 

昭
和
三
十
八
年
、
東
徳
太
郎
校
長
先
生
の
も 

と
、
校
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

② 

昭
和
二
十
九
年
四
月
に
中
条
村
が
熊
谷
市
に
編
入
し

ま
し
た
。「
小
」
の
字
を
囲
む
四
つ
の
「
中
」
は
、
中
条
村

に
な
る
前
の
四
ヶ
村
「
上
中
条
」「
今
井
」「
小
曽
根
」「
大

塚
」
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

２ 

校
歌 

① 
 

制
定
年 

昭
和
四
十
二
年
二
月
一
日 

② 
 
 

「
地
域
の
方
に
校
歌
を
制
作
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
教
職
員
の
思
い
か
ら
、
校
区
に
あ
り
ま
す
常
光

院
の
住
職
・
小
久
保
康
田
様
が
作
詞
を
さ
れ
、
中
学
校

の
音
楽
教
師
を
さ
れ
て
い
た
吉
野
可
彦
先
生
が
作
曲
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
条
小
学
校
の
校
長
室
に
は
、

制
定
の
年
に
小
久
保
康
田
様
が
書
か
れ
た
校
歌
が
今
も

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。 



 
 


